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―
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

菅
谷
中
学
校
と
の
「
小
中
一
貫
教

育
」
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
算

数
、
図
工
と
外
国
語
活
動
に
お
い

て
、
中
学
校
教
員
と
と
も
に
テ
ィ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
授
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
菅
谷
班
音
楽
祭
へ

の
取
組
や
町
民
体
育
祭
へ
の
リ
レ
ー

の
取
組
、
伝
統
音
楽
の
体
験
な
ど
で

も
中
学
校
教
員
を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ

ャ
ー
と
し
て
招
き
、
活
動
を
充
実
さ

せ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
は
じ
め
の「
あ
い
さ
つ
運
動
」

で
は
、
菅
谷
中
学
校
、
大
妻
嵐
山
中

学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒
と
も
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
安
全
に
登
校
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
応
援
団
と
し
て
も
、

授
業
参
観
時
の
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
読
み
聞
か
せ
、
菊
の
栽
培
、
学
習

支
援
、
環
境
整
備
な
ど
、
多
く
の
活

動
に
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂

き
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
児
童
の
生
き
生
き
し
た

学
級
数

３
年
生
へ
の
お
囃
子
の
指
導
、
４
年

生
の
福
祉
教
育
へ
の
支
援
、
５
年
生

の
稲
作
体
験
の
支
援
、
６
年
生
の
菊

の
栽
培
の
指
導
な
ど
、
様
々
な
活
動

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

七
郷
小
学
校
は
地
域
の
方
々
に
見

守
ら
れ
支
え
ら
れ
て
い
る
学
校
で

す
。
例
え
ば
、
校
地
内
の
除
草
活

動
、
児
童
へ
の
読
み
聞
か
せ
活
動
、

学
校
の
歴
史

学
校
の
歴
史

　

菅
谷
小
学
校
は
明
治
７
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
明
治
１９
年
に
菅
谷
、

大
蔵
、
鎌
形
の
３
校
が
合
併
し
て
城

山
尋
常
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
明

治
２５
年
に
鎌
形
小
学
校
が
分
離
し
、

現
在
の
菅
谷
自
治
会
館
に
移
転
し
ま

し
た
（
鎌
形
小
学
校
は
平
成
１８
年
度

で
閉
校
）。
昭
和
１２
年
に
菅
谷
の
大

火
に
よ
り
焼
失
し
、
現
在
の
場
所
に

移
転
し
ま
し
た
。
明
治
４１
年
に
菅
谷

第
一
尋
常
小
学
校
と
改
称
、
更
に
昭

和
２２
年
に
「
菅
谷
小
学
校
」
と
改
称

し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
大
正
６

年
に
校
歌
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

学
級
数
は
現
在
全
体
で
１６
ク
ラ
ス

で
す
。
２
年
生
が
３
ク
ラ
ス
で
他
は

２
ク
ラ
ス
で
す
。

児
童
数
の
推
移

児
童
数
の
推
移

　

校
舎
・
体
育
館
等
の
施
設
は
耐
震

改
修
や
木
質
化
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
築
４０
年
の
た
め
老
朽
化
も
目

立
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

児
童
は
、
掃
除
の
時
間
に
は
教
室

や
廊
下
を
「
す
・
だ
・
ち
（
す
み
ず

み
ま
で
、
だ
ま
っ
て
、
ち
か
ら
を
あ

わ
せ
て
）」
を
合
言
葉
と
し
て
、
一

生
懸
命
に
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
、「
菅
谷
小・
中・
学
校
Ｐ
Ｔ

「
ぐ
ん
ぐ
ん
算
数
・ 

　
　
　
　

ぐ
ん
ぐ
ん
国
語
」

　

毎
週
木
曜
日
の
朝
自
習
の
時
間
に

教
師
主
導
で
補
充
的
な
学
習
を
行 

っ
て
い
ま
す
。
授
業
内
容
の
確
認 

や
練
習
問
題
に
よ
る
定
着
を
図
り 

ま
す
。

「
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る 

指
導
形
態
の
工
夫
」

　

算
数
の
授
業
に
担
任
以
外
の
教
員

を
配
置
し
、
き
め
細
や
か
に
個
人
に

対
応
し
た
り
、
教
室
を
複
数
に
分 

け
て
少
人
数
指
導
を
行
っ
た
り
し 

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
児
童 

の
主
体
的
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い 

ま
す
。

「『
学
び
合
い
』を
中
心
と
し
た 

授
業
展
開
」

　
「
わ
か
る
、
で
き
る
、
楽
し
い
授

業
を
目
指
し
て
」
を
研
究
主
題
と
し

て
児
童
同
士
・
児
童
自
身
の
学
び
合

い
を
重
視
し
、
発
表
の
充
実
、
ノ
ー

ト
指
導
を
手
立
て
と
し
て
充
実
し
た

授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

―
菅
谷
小
学
校
は
ど
ん
な
学
校
で
す

か
。

　

菅
谷
小
学
校
は
、
近
く
に
都
幾

川
、
槻
川
が
流
れ
、
菅
谷
館
跡
な
ど

自
然
豊
か
な
環
境
の
中
に
あ
る
学
校

で
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
学
校
を

合
言
葉
と
し
て
い
ま
す
。
児
童
た
ち

は
皆
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
が
で
き
、

明
る
く
一
生
懸
命
に
様
々
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

本
校
は
、学
区
も
広
く
、登
校
時
間

が
徒
歩
で
１
時
間
近
く
か
か
る
児
童

も
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
交
通
指
導

員
の
方
々
、
地
域
の
登
下
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
安
全
に
登
校

で
き
て
い
ま
す
。
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

七
郷
小
学
校
は
、
明
治
４
年
に
廃

藩
置
県
で
文
部
省
が
設
置
さ
れ
、
明

治
５
年
の
学
制
発
布
の
翌
年
、
明
治

６
年
に
「
杉
山
学
校
」
と
し
て
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
明
治
１９
年
に
吉
田
学

校
と
合
併
し
、
明
治
２２
年
に
「
七
郷

尋
常
小
学
校
」
と
改
称
、
昭
和
１５
年

に
七
郷
国
民
学
校
と
な
り
、
昭
和
２２

年
に
「
七
郷
小
学
校
」
と
改
称
し
て

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
校
歌
を
制

定
し
た
の
は
大
正
１５
年
で
す
。

　

な
お
、「
七
郷
中
学
校
」が
昭
和
２２

年
に
併
置
さ
れ
、
昭
和
５９
年
に
分
離

統
合
に
よ
り
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。
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児童数

　

学
級
数
は
現
在
全
体
で
６
ク
ラ
ス

で
す
。

　

校
舎
と
プ
ー
ル
は
昭
和
４０
年
代
に

で
き
た
も
の
で
す
。
安
全
に
関
わ
る

修
繕
は
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
経
年

劣
化
が
目
立
つ
状
態
で
す
。

　

一
方
、
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
教

室
に
は
ゆ
と
り
が
あ
り
、
児
童
会
議

室
や
教
材
室
の
他
、
児
童
の
図
工
作

品
を
置
い
て
お
く
教
室
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
体
育
館
は
平
成
２３
年
に
竣

工
し
て
お
り
、
明
る
く
き
れ
い
で
使

い
や
す
く
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者

に
よ
っ
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

校
区
が
広
い
た
め
、
通
学
時
間
が

長
い
児
童
や
、
人
家
の
な
い
所
を
通

っ
て
く
る
児
童
も
い
ま
す
。
ま
た
、

校
区
内
に
嵐
山
・
小
川
Ｉ
Ｃ
と
花
見

台
工
業
団
地
が
あ
り
、
県
道
等
が
通

っ
て
い
る
た
め
、
自
動
車
の
交
通
量

が
大
変
多
い
箇
所
も
あ
り
ま
す
。
地

域
の
方
の
見
守
り
に
よ
り
、
安
全
に

通
学
が
で
き
て
い
ま
す
。

「
国
算
タ
イ
ム
」

　

週
２
回
、
朝
の
１５
分
間
を
使
っ
て

国
語
と
算
数
の
基
礎
学
力
の
定
着
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
学
年
も
集
中

し
て
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
七
郷
め
ぐ
り
」

　

年
に
一
度
、
秋
に
七
郷
小
の
校
区

を
縦
割
り
班
で
歩
い
て
巡
り
ま
す
。

二
つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
ど
ち
ら

か
選
ん
で
歩
き
ま
す
。
ゴ
ー
ル
は
あ

じ
さ
い
で
有
名
な
金
泉
寺
で
す
。
ゴ

ミ
を
拾
う
な
ど
環
境
保
全
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最も多い児童数は昭和４９年の
１、１０２名、現在の全校児童数
は４２０名となっています。

プール掃除の様子

学
級
数

施
設
の
現
状

地
域
と
の
連
携
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児童数

活
動
の
た
め
に
お
力
添
え
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

菊の栽培の指導の様子

　

嵐
山
町
の
町
立
小
学
校
は
３
校

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
が
あ

り
、
特
色
あ
る
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
各
小
学
校
の
歴

史
や
取
組
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

も
し
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
皆

さ
ん
の
母
校
の
校
歌
を
口
ず
さ
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

菅谷小学校七郷小学校

現在の児童数は９５名ですが、最も多い年には６００人
を超えていました。学級数も１２から１３を数えていま
したが、最近は６から７クラスとなっています。

施
設
の
現
状

地
域
・
保
護
者
と
の
連
携

登
下
校
の
安
心
・
安
全

池
田
智
恵
子
校
長
先
生

　
　
に
聞
き
ま
し
た

菅
谷
小
の
特
色
の
あ
る
取
組

七
郷
小
の
特
色
の
あ
る
取
組

Ａ
」
と
し
て
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ 

が
合
同
で
活
動
す
る
と
い
う
特
色 

が
あ
り
ま
す
。
資
源
回
収
や
除
草 

作
業
な
ど
に
お
い
て
も
合
同
で
行

い
、
大
き
な
成
果
を
生
ん
で
い
ま

す
。

菅谷小学校七郷小学校志賀小学校

池田智恵子校長先生

〜現在の小学校〜
歴史ある嵐山町の町立小学校 特集

嵐
山
町
立

七
郷
小
学
校

教育目標
な
か
よ
く

か
し
こ
く

げ
ん
き
よ
く

教育目標

嵐
山
町
立

菅
谷
小
学
校

「
ふ
る
さ
と『
嵐
山
』

を
愛
す
る
子
」

『
す
す
ん
で
学
ぶ
子　
が
ん

ば
る
子　
や
さ
し
い
子
』

教育目標


